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小学生の発達課題に対する教師の実感構造の研究
A study of the structure of teachers’ actual thoughts regarding 
development issues among elementary school students
千葉　洋平
Yohei  CHIBA
Abstract
　The purpose of this study is to clarify the structure of teachers’ actual thoughts 
regarding development issues among elementary school students. The survey 
investigated elementary school teachers’ “actual thoughts” regarding development 
issues. Questions consisted of 85 items. The subjects were 74 teachers（collection 
rate: 60.8%）．
　The results were summarized as follows:
1）Six categories were found from the investigation. These were: “attention span,” 
“communication,” “self-expression,” “behavior in relation to one’s own belongings,” 
“group activities,” and “regular hours.”
2）The items classified in the “attention span” category were: “the child can’t pay 
attention during class,” “the child always plays with things subconsciously,” “the 
child always wriggles his/her body during conversation,” and so on.
3）The items classified in the “communication” category were: “the child can’t use 
honorific language when speaking to teachers,” “the child is susceptible to mood 
swings,” “the child complains about trivial things,” and so on.
4）The items classified in the “self-expression” category were: “the child doesn’t 
raise his/her hand despite knowing the answer,” “the child fears failure in public,” 
“the child worries about his/her parents’ evaluation,” and so on.
5）The items classified in the “behavior in relation to one’s own belongings” 
category were: “the child is not conscious of or refrains from picking up lost 
belongings despite finding them,” “the child can’t hold onto their belongings”， “the 
child can’t keep proper upkeep of their shoes,” and so on.
6）The items classified in the “group activities” category were: “the child asks for 
instructions again and again,” “the child always falls behind in group action,” “the 
child can’t do anything without instructions,” and so on.
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7）The items classified in the “regular hours” category were: “the child always eats 
unbalanced meals” “the child shows signs of developmental handicap”， “the child 
always plays video games,” and so on.
8）It was considered that daily activities should be reexamined as developmentally 
beneficial exercises. These include important items such as “cheerful greetings,” 
“cooperative clean-up,” and so on.
9）Taking advantage of daily activities in exercises - especially for children in lower 
grades – was considered to be important in the development of all of a child’s 
functions.
10）Mutual instruction among students was considered to be important to the 
development of honesty.
11）Development problems among elementary school students are considered to be 
related to daily customs. It is important to review and design daily activities.
Key words; children, development issues, teacher, actual thought
１．目　的
近年、子どもたちの心身の発達課題が問題とな
っている。イライラやキレやすいという心の乱れ、
あるいは場の状況に合わせた行動が取れないとい
う社会性の問題等はその代表例である。このよう
な問題により、学校現場では、授業をスムーズに
展開できなくなったり、場合によっては学級経営
さえも困難になったりする事態が起こっている。
このような問題に対し、一般的に学校現場では、
それぞれの学校やクラス、あるいは個人単位で検
討がなされ、対策が練られることとなる。しかし、
この問題には一定の傾向があり、問題の構造や特
徴を捉えることで、一般的な対応策が導かれるこ
とも考えられる。
正木らは、1978 年からほぼ５年ごとに、 現場
の教師たちが実感している子どものからだのおか
しさについて全国的に調査を続けている1）2）3）5）6）。
これらの調査は、子どものからだの陰りの実体や
からだの変化を捉えるのに有効であり、からだの
変化にかみ合った適切な対策を立てるのに、これ
までも利用されてきたものである。しかし、これ
らは、からだに特化したものであり、社会性の項
目を十分には検討しきれてはいない。
そこで、本研究では、社会性の項目を含めて子
どもたちの心身の発達課題を調べ、それを構造化
することにより、課題を明らかにすることを目的
とした。
２．方　法
2.1　実感調査の項目
埼玉県蕨市の調査8）を参考に、以下の社会的な
調査項目を含めて調査を行った。
「答えがわかっていても、挙手をしない子」、「ス
キンシップを求めてくる（甘えてくる）子」、「す
ぐにものごとをあきらめてしまう子」、「集団行動
でいつも遅れをとる子」、「親の評価を気にする
子」、「すぐにため息をつく子」、「授業中、集中力
が続かない子」、「発達障害の傾向を抱えている
子」、「遊びがテレビゲーム中心の子」、「人前での
ミスを怖がる子」、「担任の先生がいなくなると、
騒がしくなる子」、「周りの雰囲気に流されやすい
子」、「体育座りがしっかりとできない子」、「先生
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が話している時に、顔を向けない子」、「授業中全
く関係ないことをしている子」、「体育の授業中、
砂いじりをして先生の指示が聞けない子」、「グル
ープでの話し合いが苦手な子」、「『おはようござ
います』などみんなでそろってあいさつができな
い子」、「先生に対して敬語が使えない子」、「学校
に必要のないものを持ってくる子」、「物事に真正
面から取り組めない子」、「人の苦しさや辛さを感
じとれない子」、「大人びた言動をする子」、「すれ
違いざまに先生の体を叩く子」、「あまり声を発し
ない子」。
2.2　調査方法
2010 年、埼玉県Ａ市の小学校に 85 項目の発達
課題を提示した調査用紙を配布した。教諭一人ひ
とりに直接指導に当たっている子どもの日頃の観
察の“実感”に基づいて、当てはまる項目に印を
付けてもらい、回収を行った。
2.3　調査対象数と有効回収数ならびに有効回収
率
調査対象の小学校に所属する 74 名の教諭から
45名（60.8%）の有効回答が得られた。
2.4　調査結果の分析方法
調査結果の分析にあたっては、KJ 法を用い、
項目ごとに検討を行い、カテゴリー化した。
３．結　果
3.1　全体順位
本調査の全体の結果は、表１に示したとおりで
ある。
3.2　カテゴリー別による分類
それぞれの質問項目を６つのカテゴリーに分類
をした（表2-1 ～ 2-6参照）。
６つのカテゴリー別分類においては、【集中力】
の質問項目に付けられた印の合計数が317件であ
った。これは、全体の29.2%を占めており、最も
多い回答が得られた。次いで、【コミュニケーシ
ョン】が 229 件（21.1%）と多く、この２つのカ
テゴリーで全体の半数を超える回答であった。
さらには、【自己表現】189 件（17.4%）、【物管
理】128件（11.8%）、【集団行動】113件（10.4%）、
【生活リズム】108件（9.9%）という結果であった。
3.3　カテゴリー別に見た事項
【集中力】では、「授業中、集中力が続かない子」、
「無意識に、たえず物をいじっている子」、「話を
聞いている間、たえず体が動いている子」等であ
った。
【コミュニケーション】のカテゴリーでは、「先
生に対して敬語が使えない子」、「周りの雰囲気に
流されやすい子」、「些細なことでも気にして文句
を言う子」等であった。
【自己表現】のカテゴリーでは、「答えがわかっ
ていても、挙手をしない子」、「人前でのミスを怖
がる子」、「親の評価を気にする子」等であった。
【物管理】のカテゴリーでは、「落ちている物を
見つけても、気付かない子、拾おうとしない子」、
「自分の持ち物の管理が全くできない子」、「上履
きをきちんと履けない子」等であった。
【集団行動】のカテゴリーでは、「指示したこと
を何度も聞き返しにくる子」、「集団行動でいつも
遅れをとる子」、「次の指示がないと何もしない
（できない）子」、「友達とうまく遊べない子」等
であった。
【生活リズム】のカテゴリーでは、「偏食の激し
い子」、「発達障害の傾向を抱えている子」、「遊び
がテレビゲーム中心の子」等であった。
４．考　察
小学校教諭が子どもの発達課題として最も多く
実感しているカテゴリーは、【集中力】のカテゴ
リーであった。
授業中、集中力が続かず、何かものをいじった
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表1　小学生の発達課題について小学校教諭が実感している割合
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り、顔を教師の方に向けられない等の実態が並ん
でいる。授業を成立させることは、学校生活の前
提条件であるが、ここからはそれができない児童
をなんとかさせたいという
教師たちの意識が読み取れ
る。また、授業に集中でき
ない、あるいは興味を持て
ない子どもが多く存在して
いると推測され、大きな問
題として捉えられる。
【コミュニケーション】
のカテゴリーでは、人や状
況に応じた行動の困難性
や、周囲に対する攻撃的な
振る舞いといった課題が含
まれていた。これらは総じ
て人間関係の発達の遅れで
あると考えられる。テレビ
ゲームの普及やコミュニテ
ィの希薄化等が影響し、人
間関係の関わりが少なくな
っていることが原因ではな
いかと推察される。
【自己表現】のカテゴリ
ーにおいては、小学生の周
囲の状況を過度に気にする
傾向や自分を表現すること
を煩わしいと感じる面が読
み取れる。
そもそも授業場面では、
自分の理解を表現すること
で、確かで、深く、積極的
な学習が実現される。失敗
を恐れず、適切な表現が実
現されていないのだとすれ
ば、子どもたちの生活自体
が受身型であったり、活力
が上がらないような構造に
なったりしていることが原
因として考えられる。
【物管理】のカテゴリーでは、自分の所有物に
対する愛着が感じられず、物を大切に扱う心が発
表2-1　集中力
表2-2　コミュニケーション
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達していないと思われる項
目が並んでいる。 それは、
自らの環境づくりにも障害
が出ることとなり、掃除や
道具の片づけができないこ
と、公共の物を粗末にする
などの行為につながってい
ると考えられる。
【集団行動】のカテゴリ
ーでは、指示内容を理解す
ることや集団の動きに合わ
せて行動すること、または
先読みをして動く習慣な
ど、集団で主体性を持って
行動することが含まれてお
り、小学生の集団行動の困
難性を表している。集団行
動に必要とされる機能の低
下、あるいは主体性を持っ
た活動機会の不足が原因で
はないかと推測される。
最後の【生活リズム】の
カテゴリーでは、偏食傾向
やテレビゲーム中心の生活
等、生活の過ごし方の問題
が、空腹感や吐き気、肩こ
り・腰痛などの生理的な問
題に繋がっていることが読
み取れる。これは、生活や
体に対する重要性が、学習
面などよりも低く扱われて
いることの表れだと考えら
れる。
以上のこのような問題
は、複合的にあらゆる要素
が影響をし、現実化してい
ると考えられる。同じ現象
でも、原因構成は様々であ
り、１つの対応策で解決さ
表2-3　自己表現
表2-4　物管理
表2-5　集団行動
表2-6　生活リズム
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れるものではない。日常生活の細かな活動が積み
重なって生じている問題である。そこで次のよう
な日常生活の行為に注目した対策が考えられる。
例えば、床をほうきで掃く行為は、計画する、
見通す、注意集中する、判断する、あるいは創造
するといった精神活動を併せ持っている。また、
子どもたちは、大人の監視のない集団遊びの中で、
様々な体験をし、葛藤の解決方法や社会規範を学
んでいく4）。このような日常生活の行為を通じて、
子どもの発達は促されることとなる。そのため、
日常の行為も発達のための運動として捉え、それ
を日常的に反復させることで、子どもの発達を促
すという視点が、親や指導者には求められるだろ
う。
また、体育の指導場面でも次のような取組みが
有効であると考えられる。
今回検討した発達課題は、体育やスポーツで中
心とされる、走る、跳ぶ、投げるなどの体力要素
とは異なるものである。しかし、小学生の課題の
中心は、このような発達課題にある。そして、子
どもの発達にとって最も重要だとされている時期
は、おおよそ小学校の低学年まである。小学校の
学習指導要領の中で、低学年の体育は、運動を楽
しく行うことや、基本的な動きや体力を養うこと、
あるいは意欲的に運動をする態度を育てることが
目標とされている 7）。しかし、小学生の発達課題
の立場から考えると、運動種目の特性を利用して、
子どもたちの全面発達を促すことへ、目標を見直
す必要性が伺える。
例えば、キャッチボールは、これまで投げる方
法を学習するということが中心的課題とされてき
た。しかし、発達課題の視点に立つと、キャッチ
ボールは、相手を思いやる等の社会的能力の育成
の場として位置付けることができる。キャッチボ
ールの相手が、男子か女子かで力の入れ方を変え
ること等が、指導の中心とされる。さらに、大き
な声で返事をすることや、協力して道具の片づけ
をすること等も、低学年ではより大きな意味を持
つようにもなる。また高学年では、子ども同士で
教え合うことによって、利他意識が芽生え、友達
の落とした物を拾う行為等に繋がっていくことが
予想される。
５．結　論
小学校教諭が実感している子どもの発達課題か
ら、６つのカテゴリーが導かれた。特に【集中力】
と【コミュニケーション】のカテゴリーに含まれ
る項目は、実感されている割合が高かった。また、
それ以外にも、【自己表現】や【物管理】、【集団
行動】や【生活リズム】といったカテゴリーが導
かれ、ここから小学生の発達課題の傾向を読み取
ることができた。
そしてこのような問題は、同じ現象でも、原因
構成は様々であり、日常生活の細かな活動が積み
重なって生じるものだと考えられた。
対策として次のような検討を行った。まず、日
常の行為を子どもの発達のための運動機会として
捉え、それを反復して指導する意義について考察
をした。次に、体育指導のあり方についても検討
を加えた。運動種目の特性を利用して、子どもた
ちの全面発達を促すような目標の見直しをするこ
と。挨拶・道具の片づけ等の教育的意義を再評価
すること。あるいは、子ども同士での教え合いを
通じて利他意識を高める指導が有効であること等
である。
以上の検討から、小学生の発達課題は、日常生
活の積み重ねの問題であり、習慣の問題であると
認識できよう。日常生活の行為を見直し、それを
練習として捉え、日常生活をプランニングする指
導が必要だと考えられる。
文献
１） 阿部茂明・野田耕･正木健雄：「子どものからだの
調査’95」の結果報告．日本体育大学紀要25（2）：
143-160．1996．
２） 阿部茂明・野井真吾・野田耕･平井貴子・正木健雄：
「子どものからだの調査 2000」の結果報告．日本
千葉48
体育大学紀要31（2）：121-138．2002．
３） 阿部茂明・野井真吾・野田耕･成田幸子・正木健雄：
「子どものからだの調査 2005」の結果報告．日本
体育大学紀要36（1）：55-76．2006．
４） 今井博之：遊びの喪失と発達への影響．子どもが
道草できるまちづくり　通学路の交通問題を考え
る．仙田満・上岡直見編．学芸出版社：pp49-65．
2009．
５） 正木健雄：日本の子ども・青年のからだの調査─
「子どものからだ」アンケート報告書─．日本体育
大学体育研究所所報5：185-221．1978．
６） 正木健雄・阿部茂明：「子どものからだの調査’90」
の結果報告． 日本体育大学体育研究所雑誌．18, 
19, 20, 21：45-59．1996．
７） 文部科学省：小学校学習指導要領．2008．
８） 鈴木政江・小林篤子・荒井育恵：気になる子ども
のからだと心を共有しよう！蕨市における実感調
査・25 年間をふり返って． 子どものからだと心 
白書2009．子どものからだと心・連絡会議．ブッ
クハウス・エイチディ：36-39．2009．
